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みんなで一緒に考えよう、
啓発地域の未来。

●啓発地域活動協議会（地活協）は、地域課題の解決に向けてイベントの企画・運営をはじめ、いろ
んな活動を組み合わせ多面的に展開しています。
●一方、東淀川区では、新大阪・十三・淡路一体の大きなエリアを対象に、リニア/北陸新幹線の新大
阪駅乗り入れを見据えた大きなまちづくりについて、国/大阪府市/民間での検討がスタートしていま
す。
●また、柴島浄水場を南西部に移設集約（ダウンサイジング）し、将来的に都市開発用地（12ha）を生
み出す計画など、まちが大きく変化を遂げていく気運が高まっています。
●このような地域にも大きなインパクトを与えるプロジェクトの動向をふまえつつ、啓発地域においても
これからのまちの将来像について検討し、具体的に取り組む「地域のアクションプラン」案を作成しま
した。
●地域住民や子どもたち、地域を訪れる方たちの意見も取り入れつつ、めざすまちの姿を共有し、
日々の地域活動と行政・民間事業者等との協力・連携により、よりよいまちを実現していきたいと思い
ます。

※地域活動協議会は、地域のつながりやきずなを活かして、地域の課題や問題解決、地域の活性化に向けて、みんなで取り組んでいくための組織です。
「自らの地域のことは自らの地域が決める」を基本に、地域に「住んでいる人」「働いている人」「通っている人」など、地域に関わるかた誰もが地域活動
に参加でき、地域に関わるすべてのかたを対象にしています。
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●むくのき学園には地域の子ども達だけでなく、市内の他地域からも通学し
ている。そのため、休日にイベントを開催しても、参加できない子どももい
る。
◆啓発地域では、子ども向けのおまつりやイベントを開催していますが、子
ども達の好みや興味により合ったものを実施していきたい。
◆将来どんなまちになったらいいか、ワークショップなどでむくのき学園の
子ども達に意見を聞き、中長期計画をつくりたい。
◆まちのいいところ、嫌いなところを聞き出し、どのようなまちになれば
引っ越したくない・住み続けたいと思うのかを聞きたい。
◆地域内には保育園が多い。若いファミリー層も住んでいるが、小学校入学
前によそへ転居してしまう。小学校入学後も、啓発地域で子育てができるま
ちにしていきたい。
◆単身者向けのマンション等が多いが、啓発地域としては、市や民間事業者
に対して、できるだけ子育て中のファミリー層向けのマンション等を誘致し
てほしいという希望を持っている。

子どもたちが住み続けたいと願うまちに

住民、通勤・通学・観光・ビジネスなどまちに
かかわるすべての人に

●2018年の大阪北部地震のときも、通学途中の上級生が下級生をかばい、的
確に指示をしていた。むくのき学園や保育園など、継続的に防災に関する学
習や訓練を続けていただく。
◆新大阪駅に近いため、災害が起こった場合には、地域住民だけでなく、市
内から通学している児童や、出張や旅行者、外国人など、様々な帰宅困難者
が発生します。ホテルのカウンターに地域の地図や案内を置いてもらうなど、
ホテルや施設などと連携強化を図っていきたい。
◆特別養護老人ホームなどの施設とは、地域のおまつりや会議などへの参加
や、逆に地域が施設側の催しに協力するなどの関係性が生まれています。
◆災害時、町会に入っていない人にも広く情報を伝えるため、日頃からコン
ビニなど目につくところに掲示物・ＱＲコードなどで情報発信情報を発信し
ていく。



●福祉会館憩の家での食事サービスや、ダンベルを使った週２回の「100歳体
操」などの活動に継続して取り組んでいく。
◆コンビニは多いが、高齢者など近所にスーパーがなく、買い物が困難なエ
リアがある。そうしたエリアに「移動販売車」や買い物のための送迎車の
サービスができるといい。
●ゴミ出しなども大きな負担になっていると思われる。地域で助け合いの仕
組みができるとよい。
●老人ホームでの出張販売のような、生活や暮らしと、コミュニケーション
と楽しみの機会を作っていけるとよい。

年を重ねても安心して住み続けられるまちに

神社仏閣、歴史あり、まちの今と昔を誇れる
まちに

●啓発地域には、たくさんの神社・仏閣があるが、地域とコラボできないか。
●地蔵盆や、大きな数珠を回す行事など珍しい行事や風習が残っている。
●地域の外の人から見れば、貴重な体験・観光資源かもしれない。

出典：生活協同組合コープこうべ

出典：お寺yoga協会出典：テラデマルシェ（宋雲寺） 出典：お寺の婚活イベント「吉縁会」



またここで暮らしたいと感じるまちに

多世代・多国籍・多様な暮らしができるまち
に

●啓発地域は、梅田まで電車で20分、新大阪駅から新幹線で全国に行けるな
ど、仕事にも買物にも便利なベッドタウンです。
●むくのき学園には、多国籍の子どもたちが通っています。多くの外国人の
方が居住・通勤・通学などでまちで暮らしています。
●地域内の人口の移動が激しく、居住者の２/３が10年未満の単身の若者とい
う統計データがあります。
●地域内に住んでいる外国人の比率も、東京23区（4.1％）を大きく超えてい
ます（8.0％）
◆地域に住んでいる人も、そうでない人も、若い人たちが自分たちのやりた
いことを地域で実現できるよう、地域も協力したいと思っています。
◆若い世代から高齢者まで、幅広い世代が活躍し、楽しめるまちを目指して
います。
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◆地域内には保育園が多い。若いファミリー層も住んでいるが、小学校入学
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◆単身者向けのマンション等が多いが、啓発地域としては、市や民間事業者
に対して、できるだけ子育て中のファミリー層向けのマンション等を誘致し
てほしいという希望を持っている。


